
【防災機能の強化及び災害時救援活動の迅速化】 

陸上自衛隊（相馬原駐屯地）の災害時救援活動の迅速化 

駒寄スマート IC の西側約 4km の位置に陸上自衛隊第１２旅団司令部の相馬原駐屯地がある。同

駐屯地は 3.11東日本大震災において、翌 12日には先発隊が出動するなど、多くの部隊が大型車両

により災害支援を行った実績がある。このため、大型車両が駒寄スマート IC から高速道路に乗り

入れ可能となれば、更なる迅速な対応が可能となる。 

防災拠点（群馬県地域防災センター・道の駅）との緊急輸送ネットワークの形成・強化 

群馬県地域防災センターは、非常用食料・資機材の備蓄倉庫や広域の集積場所、避難所など防災

拠点の役割と、県庁内の災害対策本部室の機能を代替するサブセンターとしての設備を持っている。最

寄の ICである駒寄スマート ICの大型車利用が可能となれば、当センターから全県域への物資の迅

速な供給が可能になる。更には、駒寄スマート IC周辺には、防災協定を締結している「道の駅」

が点在しており、広域からの物資の受け入れや中継など緊急輸送ネットワークの形成・強化が図ら

れ、防災性の向上に寄与する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相馬原駐屯地のコメント 

「大型化になれば大型車両が乗り降りできる

ので確実に利用する。」 

凡例 

－ 隣接 ICのルート 

－ 駒寄 SICのルート 

○ 輸送拠点 

○ 道の駅 

群馬県地域防災センターの備蓄物資(H24.4現在) 

食料  約 33,000食（県備蓄量の約 30％） 

飲料水 約 10,000本（県備蓄量の約 40％） 

簡易ﾄｲﾚ 約 13,000袋（県備蓄量の 100％） 

毛布、ﾚｽｷｭｰｷｯﾁﾝ、発電機付投光機、テント等 

※輸送拠点とは群馬県地域防災計画に位置付けられた災害応急対策に使用する物資、

救援物資等の収集配送の拠点となる場所 


